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（仮訳） 

Ｆ／Ａ－１８Ｅ スーパーホーネット 

第１１５戦闘攻撃飛行隊落下物事故調査概要 

２０１４年１月９日、第１１５戦闘攻撃飛行隊航空機３０２（ビューロ・ナンバー（納入順

の通し番号）１６６８６１）が、米海軍厚木航空施設へ着陸準備中、航空機落下物事故（ＴＦ

ＯＡ）として同航空機Ｆ／Ａ－１８Ｅのメイン・ランディング・ギア（主脚）からローター・

ドライブ・キーを遺失した。 

ローター・ドライブ・キーは、約２cm×１７cm

の小さな金属製の部品であり、ローターと車輪組

立て部品を調節するために設計されたものであ

る。 

Ｆ／Ａ－１８Ｅ車輪組立て部品 

ローター・ドライブ・キーは、車輪が完全に組立てられ

たとき視認できないことに留意。 

ローター・ドライブ・キー 
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部隊による正式な調査が第１１５戦闘攻撃飛行隊に

より実施され、当該調査結果は、第１１５戦闘攻撃飛

行隊（ＶＦＡ－１１５）隊長、第５空母航空団（ＣＶ

Ｗ－５）司令官及び第５空母打撃群（ＣＳＧ－５）司

令官により検討され、承認された。 

本事故は、Ｆ／Ａ－１８Ｅ／Ｆ及びＥ／Ａ－１８Ｇ

のローター・ドライブ・キー組立て部品の設計上の不

具合が原因であり、その結果、ローター・キーが緩む

に至った。 

米海軍航空機部門の航空機が適切に機能することを

確保する責務がある米海軍航空システム部隊（ＮＡＶ

ＡＩＲ）は、この不具合を是正するためにローター・

ドライブ・キー組立て部品を変更する技術変更提案を提出した。この提案は、より確実にネジ

とナットを締め付けるために溝をローター・ドライブ・キーの表面に追加すること、また、そ

れぞれのローター・ドライブ・キーを取替える際、新しい留め具が取り付けられることを義務

付けている。新しい設計が承認されれば、本不具合を恒久的に是正するために、飛行隊全ての

Ｆ／Ａ－１８Ｅ／Ｆ及びＥ／Ａ－１８Ｇに対し、ＮＡＶＡＩＲによるこの変更が実施されるこ

とになる。 

しかしながら、２０１４年１月９日の航空機落下物事故直後、Ｆ／Ａ－１８Ｅ／Ｆ及びＥ／

Ａ－１８Ｇを配備している全てのＣＶＷ－５飛行隊は、車輪組立て部品について、指令された

完全性／安全性の確認を実施した。この確認が完了し、十分な結果が出るまで、当該航空機は

飛行を許可されなかった。 

また、変更提案が承認され、全てのＦ／Ａ－１８Ｅ／Ｆ及びＥ／Ａ－１８Ｇ航空機について

その変更が完全に実施されるまで、全てのＣＶＷ－５所属Ｆ／Ａ－１８飛行隊は、飛行中にお

けるローター・キー組立て部品遺失の再発防止策として以下の現地手続を実施する。： 



3 

－影響を受ける車輪組立て部品を航空機中間整備分遣

隊（ＡＩＭＤ）から受領するのに先立ち、飛行隊航空

機整備部は、ローター・ドライブ・キーの取り付けに

ついて完全性／安全性の検査を実施し、飛行隊の整備

記録に適切に記録することを確実に行うこととする。

この完全性／安全性の検査は、飛行隊の航空機に車輪

組立て部品を取り付けるのに先立ち、実施されなけれ

ばならない。 

－さらに、ＡＩＭＤは、影響を受けるいかなる車輪組

立て部品がＦ／Ａ－１８Ｅ又はＥ／Ａ－１８Ｇ飛行隊

に支給可能となる前までは、ローター・ドライブ・キ

ーの交換に関係する全ての留め具部品を継続的に取替

えることとする。 

航空機中間整備分遣隊（ＡＩＭ

Ｄ）は、３段階ある航空機整備の

１つである。全ての航空機に対

し、米海軍は、それぞれの整備段

階においてどのような整備が実施

可能であるか指示している。最も

低い段階の整備は、飛行隊レベル

の整備である。これらは比較的容

易な整備となる傾向にある。２段

階目が中間レベルの整備である。

これらは別々の施設において実施

される整備であり、ランディン

グ・ギア（脚）のような、より複

雑でより大きなシステムを含む傾

向にある。最も高い段階の整備

は、補給敞レベルの整備である。

これらの整備もまた、異なる施設

で実施され、通常、非常に大きな

システムに関連する非常に複雑な

整備を含む。 




